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専門部会名 就労支援部会

⑧　農業を活用した雇用機会の拡大（農福連携）

⑨　就労支援コーディネーターの設置

⑩　市役所での就労体験の実施

1　物品販売会（物品販売会）の継続した開催

2　優先調達関連の推進

・就労支援コーディネーターについて、基幹相談支援センターで具体的な業務内容を決定し実施する。

・障がい者の就労体験の実施状況を踏まえ、就労体験の場の拡大を検討していく。

・優先調達の伸び率を維持し、民需の増大や共同受注の仕組みについて今後も作業部会で検討していく。

・販売会の実施について、来場者等の障がいへの理解や売上げの向上について今後も作業部会で検討していく。

・農福連携の取り組みについてアンケート調査を基に、本市にあった在り方を部会で検討していく。

所属 株式会社フォルツァ　あるく長久手グリーンロード

部会長 後藤　俊輔

各専門部会等取組状況報告書

担当する「ながふ
く障がい者プラ
ン」の重点施策

その他取組事業

今後の課題、取組

協議内容

1.平成30年度就労支援部会実績

　（1）第1回就労支援部会　開催日：平成30年5月31日（木）
　（2）第2回就労支援部会　開催日：平成30年10月26日（金）
　（3）第3回就労支援部会　開催日：平成31年2月28日（木）

2.ながふく障がい者プラン進捗状況の報告について

　（1）農業を活用した雇用機会の拡大（農福連携）
　　　部会の中で、具体的な方向性が見出せず、各事業所単位での取り組みの実施に留まっている。各事業所
　　　の取り組みを共有する機会や事業所がどこまで協力できるか等の意見があがった。委員からの意見を基
　　　に、農福連携に係るアンケート調査を対象の事業所へ実施する予定。

　（2）就労支援コーディネーターの設置
　　　平成30年7月より基幹相談支援センターに設置。就労支援コーディネート事業として基幹相談支援セン
　　　ター内にて役割の整理をおこなった。

　（3）市役所での就労体験の実施
　　　平成30年10月から、福祉部局以外の市役所各課及び出先機関でもながふく就労体験を実施。

　（4）物品販売会（ながふく商店）の継続した開催
　　　市役所、福祉の家、アピタ長久手店での販売会や地域の行事への参加を継続。

　（5）優先調達の推進
　　　作業部会にて共同受注窓口について、近隣市町の実施内容の参考に、実施に向けて検討。また、物品販
　　　売に関する事業所カタログの見直し（更新）を行なった。

2.平成30年度物販作業部会について

　（1）物販作業部会
　　　月1回の頻度で開催。各事業所からの販売実績報告や販売促進に向けた話し合いを実施。

　（2）販売会の実施
　　　ア　市役所販売会　第1・第3金曜日（午前11時から午後1時まで）
　　　イ　福祉の家販売会。毎月26日（午前11時から午後3時まで）
　　　ウ　アピタ長久手店　毎月第1土曜日　午前10時から午後3時まで
　　　エ　その他イベント出店等


